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書
陵
部
蔵
『
新
古
今
和
歌
集
注
抜
書
』
に
つ
い
て

近

藤

美

奈

子

一
、
は
じ
め
に

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
新
古
今
和
歌
集
注
抜
書
』
（
函
号
・
桂

九
五
）

｜

は
、
『
新
古
今
和
歌
集
』
の
古
注
釈
を
抜
き
書
き
し
た
も
の
で
あ
る
。
『
和

漢
図
書
分
類
目
録
』
に
「
智
忠
親
王
御
筆
」
と
あ
り
、
そ
の
左
に
「
正
保

（

１

）

万
治
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
『
新
古
今
和
歌
集
注

｜抜
書
』
は
智
忠
親
王
に
よ
っ
て
、
正
保

万
治
年
間
す
な
わ
ち
西
暦
一
六

と
し
た
だ

｜

四
四
年
か
ら
一
六
六
一
年
の
間
に
書
か
れ
た
も
の
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

智
忠
親
王
は
元
和
五
年
（
一
六
一
九
）
一
一
月
一
日
に
智
仁
親
王
の
第

と
し
ひ
と

一
皇
子
と
し
て
誕
生
さ
れ
た
。
八
条
宮
（
の
ち
の
桂
宮
）
第
二
代
で
あ
る
。

寛
永
元
年
（
一
六
二
四
）
七
月
に
後
水
尾
天
皇
の
猶
子
と
な
り
、
同
三
年

一
二
月
親
王
宣
下
を
蒙
る
。
同
六
年
二
月
に
八
条
宮
を
継
が
れ
、
寛
文
二

年
（
一
六
六
二
）
七
月
七
日
に
四
四
歳
で
薨
去
さ
れ
た
。

父
、
智
仁
親
王
は
和
漢
の
文
学
に
造
詣
が
深
く
諸
芸
に
秀
で
て
お
ら
れ
、

特
に
歌
道
に
お
い
て
は
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
に
細
川
幽
斎
か
ら
古
今

伝
授
を
受
け
、
寛
永
二
年
に
は
そ
れ
を
後
水
尾
天
皇
に
伝
え
ら
れ
て
御
所

伝
授
の
道
を
開
か
れ
る
な
ど
大
き
な
足
跡
を
遺
さ
れ
た
。
ま
た
、
持
明
院

基
孝
か
ら
入
木
道
の
秘
伝
を
受
け
た
能
書
家
で
、
桂
別
業
の
造
営
に
も
優

れ
た
才
能
を
発
揮
さ
れ
た
。

智
忠
親
王
は
実
父
智
仁
親
王
や
養
父
後
水
尾
天
皇
の
薫
陶
を
受
け
て
和

歌
、
和
漢
の
文
学
、
書
道
、
蹴
鞠
な
ど
に
優
れ
て
お
ら
れ
た
が
、
中
で
も

造
園
に
お
い
て
、
智
仁
親
王
の
桂
別
業
を
引
き
継
い
で
今
日
の
桂
離
宮
に

近
い
姿
に
ま
で
造
り
上
げ
ら
れ
た
と
い
う
業
績
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
通

り
で
あ
る
。

（

２

）

『
新
古
今
和
歌
集
注
抜
書
』
は
『
新
古
今
集
古
注
集
成

近
世
旧
注
編
１
』

（
３
）

に
翻
刻
と
解
題
（
以
下
、
「
解
題
」
と
呼
ぶ
）
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

二
、
書
誌

書
型
は
縦
一
二
・
九
糎
×
横
一
九
・
九
糎
の
袋
綴
一
冊
の
横
本
。
表
紙

は
朽
ち
葉
色
の
無
地
。
表
紙
左
肩
に
双
辺
題
簽
（
刷
・
白
色
料
紙
）
に
墨

書
で
「
新
古
今
和
歌
集
注
抜
書
」
と
あ
る
。
表
紙
及
び
題
簽
は
本
文
料
紙

に
比
べ
て
新
し
く
、
後
補
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
内
題
も
「
新
古
今

和
歌
集
注
抜
書
」
。
本
文
料
紙
は
楮
紙
。
前
後
に
二
丁
の
遊
紙
を
置
き
、

墨
付
三
〇
丁
。
但
し
、
第
一
丁
表
の
遊
紙
左
端
に
は
内
題
と
似
た
筆
跡
で

「
新
古
今
抄
抜
書
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
原
装
の
本
文
共
紙
表
紙

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
末
尾
の
遊
紙
は
虫
損
が
修
復
さ
れ
て

い
る
。
本
文
は
第
三
丁
表
よ
り
始
ま
り
一
面
一
一
行
か
ら
一
八
行
と
不
定

で
あ
る
が
、
一
三
、
一
四
行
が
多
く
、
後
の
丁
ほ
ど
行
数
が
多
い
傾
向
に

あ
る
。
和
歌
は
一
首
二
行
書
き
で
あ
る
が
、
最
初
か
ら
の
九
首
と
通
し
番

号
の

番
（
二
二
七
）
、

番
（
二
九
三
）
、

番
（
二
九
六
）
の
和
歌

（

４

）

12

16

17

は
途
中
か
ら
略
し
て
書
い
て
あ
る
の
で
一
首
一
行
書
き
で
あ
る
。
本
文
は

和
歌
よ
り
も
一
字
下
げ
て
書
く
。
蔵
書
印
は
、
第
三
丁
表
の
右
上
方
、
内
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題
と
和
歌
が
書
か
れ
て
い
る
上
か
ら
「
宮
内
省
図
書
印
」
と
い
う
朱
の
方

印
が
押
し
て
あ
る
。
奥
書
は
な
い
。

詞
書
は
掲
出
さ
れ
て
い
な
い
。
作
者
名
も
三
首
以
外
に
は
書
か
れ
て
い

な
い
。

ま
た
、

番
（
二
一
八
）
と

番
（
二
一
七
）
、

番
（
一
一
六
四
）

10

11

63

と

番
（
一
一
一
四
）
の
二
箇
所
で
歌
順
が
逆
に
な
っ
て
い
る
。

64
三
、
典
拠
注

『
新
古
今
和
歌
集
注
抜
書
』
（
以
下
、
『
抜
書
』
と
呼
ぶ
）
は
、
『
新
古

今
和
歌
集
』
の
九
二
首
の
和
歌
に
つ
い
て
増
補
本
『
新
古
今
和
歌
集
聞
書
』

か
ら
注
釈
を
抜
き
書
き
し
た
も
の
で
あ
る
。

「
解
題
」
が
『
抜
書
』
に
つ
い
て
の
現
時
点
で
の
最
も
詳
し
い
研
究
で

あ
り
、
首
肯
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
が
、
『
抜
書
』
の
典
拠
注
に
つ
い
て
は

見
解
を
異
に
す
る
の
で
以
下
に
述
べ
た
い
。

「
解
題
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

注
の
ほ
と
ん
ど
が
、
『
原
撰
本
新
古
今
集
聞
書
』
（
荒
木
尚
『
幽

（

５

）

斎
本
新
古
今
集
聞

本
文
と
校
異

』
九
州
大
学
出
版
会
、
一
九
八

マ
マ

｜

｜

六
年
二
月
）
や
『
新
古
今
和
歌
集
註
』
（
片
山
享
『
高
松
宮
本
新
古

今
和
歌
集
註
』
古
典
文
庫
第

冊
、
一
九
八
七
年
二
月
）
、
牧
野
文

484

庫
本
『
新
古
今
集
聞
書
』
（
片
山
享
・
近
藤
美
奈
子
『
牧
野
文
庫
本

新
古
今
集
聞
書
』
古
典
文
庫

冊
、
一
九
八
七
年
三
月
）
か
ら
の
引

485

用
で
あ
る
。
そ
の
典
拠
の
引
用
姿
勢
は
、
基
本
的
に
は
幽
斎
本
か
ら

の
引
用
を
主
と
し
、
間
に
合
わ
な
い
場
合
に
限
り
『
新
古
今
和
歌
集

註
』
或
い
は
、
牧
野
本
『
新
古
今
集
聞
書
』
を
用
い
る
と
い
う
も
の

で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
前
述
の
通
り
、
稿
者
の
調
査
に
よ
る
と
、
『
抜
書
』

は
増
補
本
『
新
古
今
和
歌
集
聞
書
』
（
以
下
、
『
増
補
本
』
と
呼
ぶ
）
一

（

６

）

書
か
ら
書
き
抜
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

さ
て
、
原
撰
本
『
新
古
今
集
聞
書
』
と
は
、
東
常
縁
が
作
っ
た
『
新
古

今
和
歌
集
』
の
最
初
の
注
釈
書
で
、
二
〇
〇
首
の
選
釈
書
で
あ
る
。
そ
れ

を
細
川
幽
斎
が
増
補
し
て
慶
長
二
年
（
一
五
九
七
）
三
月
（
奥
書
）
に
作

成
し
た
も
の
が
『
増
補
本
』
で
あ
る
が
、
そ
の
成
立
は
少
し
複
雑
で
あ
る
。

幽
斎
は
『
増
補
本
』
に
先
立
っ
て
原
『
増
補
本
』
と
想
定
さ
れ
る
書
を
作

成
し
、
そ
れ
を
更
に
整
備
し
た
も
の
が
現
行
の
『
増
補
本
』
で
あ
る
。
原

（

７

）

『
増
補
本
』
は
、
原
撰
本
『
新
古
今
集
聞
書
』
を
『
新
古
今
和
歌
集
註
』

に
よ
っ
て
増
補
し
た
も
の
で
、
そ
の
増
補
分
の
み
の
『
新
古
今
集
聞
書
』

（

８

）

が
所
謂
「
後
抄
」
で
あ
る
。
そ
し
て
、
『
新
古
今
和
歌
集
註
』
は
、
原
撰

本
『
新
古
今
集
聞
書
』
と
は
異
系
統
の
牧
野
文
庫
本
『
新
古
今
集
聞
書
』

や
『
新
古
今
注
』
『
新
古
今
抜
書
抄
』
等
、
室
町
期
の
新
古
今
注
釈
九
八

一
首
の
取
り
合
わ
せ
注
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
現
行
の
『
増
補
本
』
に

（

９

）

は
、
原
撰
本
『
新
古
今
集
聞
書
』
の
他
に
『
新
古
今
和
歌
集
註
』
の
注
が

取
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
つ
い
で
に
言
え
ば
、
牧
野
文
庫
本
『
新

古
今
集
聞
書
』
は
全
四
七
〇
注
の
う
ち
四
〇
九
注
が
『
新
古
今
和
歌
集
註
』

に
採
ら
れ
て
い
る
。

（
１
０
）

こ
の
よ
う
に
、
「
解
題
」
が
『
抜
書
』
の
典
拠
注
と
し
て
い
る
、
原
撰

本
『
新
古
今
集
聞
書
』
、
『
新
古
今
和
歌
集
註
』
、
牧
野
文
庫
本
『
新
古
今

集
聞
書
』
の
三
書
が
す
べ
て
『
増
補
本
』
に
取
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
に

な
る
の
で
、
『
増
補
本
』
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
『
抜
書
』
は
『
増
補
本
』

一
書
か
ら
抜
き
書
き
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
あ
る
。

『
増
補
本
』
に
は
『
新
古
今
和
歌
集
』
の
全
巻
か
ら
選
ば
れ
た
六
一
六

首
に
注
が
あ
る
が
、
『
抜
書
』
は
そ
の
う
ち
巻
二
〇
釈
教
部
以
外
の
巻
か
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ら
九
二
首
を
採
っ
て
い
る
。
そ
の
採
取
状
況
を
示
す
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

括
弧
内
の
数
字
は
各
巻
に
お
け
る
『
増
補
本
』
注
の
数
で
あ
る
。

巻
一

春
上
４(

)

・
巻
二

春
下
２(

)

・
巻
三

夏

９(
)

31

14

24

巻
四

秋
上

(
)

・
巻
五

秋
下
５(

)

・
巻
六

冬

５(
)

12

53

26

48

巻
七

賀

４(
)

・
巻
八

哀
傷
４(

)

・
巻
九

離
別
１(

)
10

10

4

巻
一
〇
羇
旅
７(

)
・
巻
一
一
恋
一
７(

)

・
巻
一
二
恋
二
３(

)
37

27

15

巻
一
三
恋
三
７(

)
・
巻
一
四
恋
四
１(

)

・
巻
一
五
恋
五
４(
)

24

41

31

巻
一
六
雑
上
６(

)

・
巻
一
七
雑
中
１(

)

・
巻
一
八
雑
下
４(

)

43

36

71

巻
一
九
神
祇
６(

)

・
巻
二
〇
釈
教
０(

)

21

50

『
抜
書
』
は
釈
教
部
か
ら
は
一
首
も
採
取
し
て
い
な
い
。
『
抜
書
』
の

最
後
に
位
置
す
る
注
は
神
祇
部
末
尾
の
一
九
一
五
番
で
あ
る
。『
増
補
本
』

で
は
こ
の
後
に
釈
教
部
の
注
が
続
い
て
い
る
の
に
、
『
抜
書
』
は
三
二
丁

表
に
ま
だ
四
、
五
行
の
余
白
を
残
し
て
筆
を
擱
い
て
い
る
。
釈
教
部
に
は

興
味
が
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
他
の
部
か
ら
は
、
一
首
か
ら
一
二
首
と
数
字
に
ば
ら
つ
き
は
あ
る

が
満
遍
な
く
採
取
し
て
い
る
。
一
応
、
『
増
補
本
』
か
ら
の
採
取
比
率
の

高
い
部
か
ら
挙
げ
て
み
る
と
、
賀
・
哀
傷
、
夏
、
恋
三
、
神
祇
、
恋
一
、

離
別
、
秋
上
、
恋
二
、
秋
下
、
羇
旅
、
春
下
、
雑
上
、
春
上
・
恋
五
、
冬
、

雑
下
、
雑
中
、
恋
四
の
順
に
な
る
。

四
、
和
歌
掲
出
・
作
者
名

「
書
誌
」
で
も
触
れ
た
が
、
『
増
補
本
』
は
和
歌
を
全
句
掲
出
し
て
い

る
の
に
、
『
抜
書
』
で
は
和
歌
の
三
句
、
四
句
以
降
を
略
し
て
引
用
掲
出

し
て
い
る
注
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
１
番
（
二
〇
）
、
２
番
（
五
二
）
、
３

番
（
五
八
）
、
４
番
（
九
八
）
、
５
番
（
一
五
四
）
、
６
番
（
一
七
四
）
、

７
番
（
一
八
二
）
、
８
番
（
一
九
四
）
、
９
番
（
二
〇
一
）
、

番
（
二
二

12

七
）
、

番
（
二
九
三
）
、

番
（
二
九
六
）
で
あ
る
。

16

17

こ
れ
に
つ
い
て
「
解
題
」
は
、
「
こ
の
引
用
方
法
に
は
特
別
大
き
な
意

味
は
な
」
く
、
「
基
本
的
に
は
」
「
注
文
に
関
わ
る
部
分
ま
で
と
い
う
意

識
が
見
ら
れ
る
」
と
し
、
ま
た
、
そ
の
基
本
か
ら
外
れ
る
、
注
文
の
中
心

語
句
「
軒
端
の
梅
」
が
和
歌
で
は
略
さ
れ
て
い
る
２
番
（
五
二
）
、

な
が
め
つ
る
け
ふ
は
む
か
し
に
成
ぬ
と
も
｜

諸
花
の
中
に
も
梅
は
匂
を
か
ん
じ
、
色
を
も
て
あ
そ
ぶ
物
也
。
杜

子
美
詩
云
。
梅

ハ

歴
二

寒
苦
一

発
二

清
香
一

ヘ
テ

カ
ン
ク
ヲ

ス

ヲ

を
例
に
挙
げ
て
「
ど
の
和
歌
で
あ
る
か
解
れ
ば
よ
い
と
い
う
心
覚
え
程
度

の
意
識
が
、
こ
の
よ
う
な
和
歌
引
用
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
」
と
述
べ
て

い
る
が
、
従
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
７
番
（
一
八
二
）
、
８
番
（
一

九
四
）
も
、
２
番
と
同
様
に
和
歌
で
は
略
さ
れ
た
部
分
に
あ
る
語
句
が
注

文
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
９
番
ま
で
は
和
歌
を
一
部
略
し
て
掲
出
し
て
い
た
が
、
10

番
・

番
は
全
句
掲
出
、

番
は
一
部
略
、

番
・

番
・

番
は
全
句

11

12

13

14

15

掲
出
、
そ
し
て

番
・

番
は
一
部
略
と
い
う
よ
う
に
、
こ
こ
ま
で
は
不

16

17

揃
い
だ
っ
た
掲
出
方
法
が

番
以
降
は
全
句
掲
出
に
統
一
さ
れ
て
い
る
。

18

和
歌
を
一
部
略
し
て
掲
出
し
て
い
る

番
ま
で
の
間
に
も
、
全
句
掲
出
の

17

注
が
五
例
あ
る
。
そ
れ
ら
は
概
ね
注
文
の
語
句
が
和
歌
の
後
半
に
あ
る
の

で
全
句
掲
出
さ
れ
て
い
る
方
が
注
を
理
解
し
や
す
い
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ

る
。
例
え
ば
、

番
（
二
一
七
）
を
見
る
と
、

11

き
か
ず
と
も
こ
こ
を
せ
に
せ
ん
時
鳥
山
田
の
は
ら
の
杉
の
む
ら
立

山
田
の
は
ら
は
伊
勢
の
山
田
也
。
こ
ゝ
を
せ
に
せ
ん
と
は
所
詮
に
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せ
ん
と
也
。
山
田
の
は
ら
の
杉
の
む
ら
だ
ち
は
時
鳥
の
鳴
所
な
れ

ば
、
き
か
ず
と
も
こ
ゝ
を
せ
ん
に
思
は
ん
と
い
ひ
て
、
下
の
心
は

同
じ
く
は
な
け
と
い
ふ
心
也

と
あ
り
、
注
文
は
下
句
「
山
田
の
は
ら
の
杉
の
む
ら
立
」
に
つ
い
て
多
く

言
及
し
て
い
る
の
で
、
や
は
り
全
句
掲
出
さ
れ
て
い
る
方
が
解
り
や
す
い

で
あ
ろ
う
。
一
部
略
の

番
の
次
に
位
置
す
る

番
（
三
四
六
）
、

17

18

さ
を
し
か
の
入
野
ゝ
薄
初
尾
花
い
つ
し
か
い
も
が
手
枕
に
せ
む

い
つ
し
か
と
は
、
か
ゝ
る
秋
の
野
の
お
も
し
ろ
き
に
、
お
な
じ
く

は
の
こ
る
心
な
く
我
お
も
ふ
人
と
も
ろ
共
に
み
ば
や
。
い
つ
か
さ

や
う
に
侍
ら
ん
と
い
へ
り
。
手
枕
に
せ
ん
と
は
、
ま
こ
と
に
枕
な

ど
に
せ
ん
と
い
ふ
事
に
は
あ
ら
ず
。
只
へ
だ
て
な
く
な
れ
た
き
の

心
也
。
い
つ
し
か
と
い
ふ
事
、
哥
に
よ
り
て
心
か
は
る
べ
し
。
い

つ
し
か
も
神
さ
び
ぬ
る
か
、
た
の
め
を
く
我
古
寺
の
苔
の
下
に
い

つ
し
か
朽
ん
名
こ
そ
お
し
け
れ

を
み
る
と
、
和
歌
の
四
句
に
あ
る
「
い
つ
し
か
」
が
中
心
語
句
と
し
て
注

文
の
書
き
出
し
か
ら
再
三
注
釈
対
象
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
五
句
の
「
手

枕
に
せ
ん
」
に
も
言
及
す
る
な
ど

番
の
注
は
四
、
五
句
に
対
し
て
付
け

18

ら
れ
て
い
る
の
で
、
四
、
五
句
を
略
す
る
こ
と
な
く
全
句
を
掲
出
し
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
次
の

番
（
三
七
五
）
も
初
句
の
「
お
ほ
あ
ら
き
」
に

19

つ
い
て
の
注
が
中
心
で
は
あ
る
が
、
四
句
の
語
句
「
人
だ
の
め
」
に
つ
い

て
の
言
及
も
あ
る
の
で
、
「
お
ほ
あ
ら
き
の
森
の
木
の
間
を
も
り
か
ね
て

人
だ
の
め
な
る
秋
の
よ
の
月
」
と
全
句
記
し
た
も
の
と
思
わ
れ
、
こ
れ
以

降
は
全
句
掲
出
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
和
歌
掲
出
に
際
し
て
略
し
た
り
略
さ
な
か
っ
た
り

と
不
揃
い
な
所
が
あ
る
こ
と
や
そ
れ
が
巻
頭
部
分
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
は
、
『
抜
書
』
が
確
固
と
し
た
方
針
の
下
に
書
き
進
め
ら
れ
た
わ
け

で
は
な
く
て
、
覚
書
や
草
稿
的
な
も
の
と
し
て
書
か
れ
た
こ
と
が
窺
わ
れ

る
。
ま
た
、
前
述
の
２
・
７
・
８
番
の
よ
う
に
注
釈
の
対
象
た
る
語
句
が

略
さ
れ
て
い
る
和
歌
の
例
な
ど
も
、
「
解
題
」
の
言
う
通
り
「
ど
の
和
歌

で
あ
る
か
解
れ
ば
よ
い
と
い
う
心
覚
え
程
度
の
意
識
」
で
の
和
歌
掲
出
で

あ
り
、
他
人
に
読
ま
せ
る
と
い
う
意
識
で
書
か
れ
た
も
の
と
は
思
わ
れ
な

い
。
し
た
が
っ
て
『
抜
書
』
は
、
智
忠
親
王
自
身
の
た
め
の
覚
書
と
し
て
、

あ
る
い
は
草
稿
的
な
も
の
と
し
て
書
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

次
に
作
者
名
表
記
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
『
増
補
本
』
に
は
作
者
名

が
記
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
『
増
補
本
』
を
書
き
抜
い
た
『
抜

書
』
は
三
首
を
除
い
て
作
者
名
を
書
い
て
い
な
い
。
こ
こ
に
も
『
抜
書
』

の
覚
書
的
性
格
が
表
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
こ
れ
に
つ
い

て
「
解
題
」
が
「
ほ
と
ん
ど
作
者
注
記
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も

本
書
の
関
心
が
歌
人
に
な
い
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
が
首

肯
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
で
は
、
歌
人
に
は
関
心
が
な
い
と
思
わ
れ
る

『
抜
書
』
に
お
い
て
何
故
、
７
番
、

番
、

番
の
三
首
に
だ
け
は
作
者

67

70

名
が
書
か
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
７
番
（
一
八
二
）
を
掲
げ
る
。

忘
れ
め
や
あ
ふ
ひ
を
草
に
式
子
内
親
王

伊
勢
に
て
は
斎
宮
、
賀
茂
に
て
は
斎
院
と
申
也
。
い
づ
れ
を
も
い

つ
き
の
宮
と
よ
む
な
り
。
昔
は
両
宮
へ
内
親
王
を
一
人
づ
ゝ
ま
い

ら
せ
ら
れ
し
也
。
賀
茂
の
祭
の
時
か
り
屋
を
作
、
あ
ふ
ひ
に
て
か

ざ
り
て
置
た
て
ま
つ
る
な
り
。
か
り
ね
の
野
べ
の
事
を
わ
す
れ
め

や
と
あ
そ
ば
し
け
る
に
や
。

作
者
名
「
式
子
内
親
王
」
は
和
歌
に
続
け
て
書
か
れ
て
お
り
、
和
歌
と
作

者
名
で
一
行
い
っ
ぱ
い
に
収
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
歌
は
詞
書
に
「
斎
院
に

侍
け
る
時
、
神
館
に
て
」
と
あ
り
、
式
子
内
親
王
が
斎
院
の
任
に
あ
っ
た

（
１
１
）

当
時
の
詠
で
あ
る
。
注
文
を
見
る
と
、
斎
宮
と
斎
院
と
の
共
通
点
や
相
違
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点
を
述
べ
な
が
ら
当
歌
の
解
釈
に
及
ぶ
と
い
う
内
容
で
、
大
半
が
斎
院
に

関
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
７
番
は
、
式
子
内
親
王
が
斎
院
で
あ

っ
た
と
い
う
と
こ
ろ
に
着
目
し
た
注
な
の
で
、
当
歌
が
式
子
内
親
王
の
作

で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
お
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
何
故
注
文
が
斎
院
に
言
及

し
た
内
容
で
あ
る
の
か
を
想
起
し
や
す
く
す
る
た
め
に
作
者
名
を
記
し
て

お
い
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

番
（
一
二
〇
六
）
に
も
作
者
名
が
書
か
れ
て
い
る
。

67
か
へ
る
さ
の
物
と
や
人
の
〃

思
〃

ふ

ら
ん

な

が

む

待
よ
な
が
ら
の
有
明
の
月
定
家

有
明
の
つ
れ
な
く
み
え
し
と
云
、
忠
岑
が
哥
を
ふ
か
く
執
心
せ
ら

れ
て
常
に
吟
ぜ
ら
れ
侍
り
し
と
也
。
待
よ
な
が
ら
の
有
明
の
月
、

す
が
た
詞
無
比
類
哥
な
る
べ
し
。
鴨
長
明
、
新
古
今
三
首

ノ

名
哥

と
い
ひ
し
そ
の
ひ
と
つ
の
哥
也
。

二
行
書
き
の
和
歌
の
末
尾
に
、
作
者
名
「
定
家
」
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ

の
歌
は
注
文
に
あ
る
通
り
『
無
名
抄
』
「
代
々
恋
中
ノ
秀
歌
」
に
「
…
新

（
１
２
）

古
今
ヲ
ミ
レ
バ
、
我
心
ニ
ス
グ
レ
タ
ル
歌
三
首
ミ
ユ
。
イ
ヅ
レ
ト
モ
ワ
キ

ガ
タ
シ
。
後
ノ
人
サ
ダ
ム
ベ
シ
。
」
と
し
て
、
「
カ
ク
テ
サ
ハ
イ
ノ
チ
ヤ

カ
ギ
リ
イ
タ
ヅ
ラ
ニ
ネ
ヌ
ヨ
ノ
月
ノ
影
ヲ
ノ
ミ
ミ
テ
」
（
現
存
『
新
古
今

和
歌
集
』
に
は
見
え
な
い
）
と
「
野
辺
ノ
露
ハ
色
モ
ナ
ク
テ
ヤ
コ
ボ
レ
ツ

ル
袖
ヨ
リ
ス
グ
ル
ヲ
ギ
ノ
上
風
」
（
慈
円
）
の
二
首
と
共
に
挙
げ
ら
れ
て

い
る
三
首
の
う
ち
の
一
首
で
あ
る
。
作
者
名
「
定
家
」
を
書
く
こ
と
に
よ

っ
て
、
「
忠
岑
が
哥
を
ふ
か
く
執
心
せ
ら
れ
て
常
に
吟
ぜ
ら
れ
侍
り
し
」

の
主
語
を
明
確
に
し
て
注
文
を
解
り
や
す
く
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

長
明
が
「
新
古
今
三
首

ノ

名
哥
」
と
褒
め
称
え
て
い
る
歌
な
の
で
、
そ
の

作
者
名
に
留
意
し
備
忘
的
に
記
し
た
も
の
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

番
（
一
二
二
三
）
は
、
和
歌
「
た
だ
た
の
め
た
と
へ
ば
人
の
偽
り
を

70

か
さ
ね
て
こ
そ
は
又
も
う
ら
み
め
」
の
歌
頭
右
脇
、
前
行
と
の
間
に
作
者

名
「
慈
円
」
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
狭
い
行
間
に
後
か
ら
書
か
れ
た
と
お

ぼ
し
く
字
の
端
が
両
行
に
か
か
っ
て
い
る
。
注
文
は
「
恋
の
哥
の
よ
み
や

う
の
手
本
と
云
哥
也
。
」
で
あ
る
。
行
間
に
作
者
名
「
慈
円
」
が
記
さ
れ

て
い
る
理
由
は
、
注
文
で
「
恋
の
哥
の
よ
み
や
う
の
手
本
」
と
ま
で
絶
賛

さ
れ
て
い
る
和
歌
な
の
で
、
そ
の
作
者
が
誰
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
に
心

を
留
め
て
わ
ざ
わ
ざ
書
き
入
れ
て
お
い
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
三
首
の
み
に
見
ら
れ
る
作
者
名
は
注
文
の

理
解
を
助
け
る
た
め
や
補
足
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
だ
と
言
え
よ
う
。
し

た
が
っ
て
、『
増
補
本
』
か
ら
書
き
抜
く
際
に
作
者
名
を
省
い
た
『
抜
書
』

に
お
い
て
も
、
注
釈
理
解
の
た
め
に
必
要
と
思
わ
れ
る
作
者
名
に
つ
い
て

は
残
し
て
置
い
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。

五
、
注
釈
の
性
格

『
抜
書
』
が
ど
の
よ
う
な
興
味
関
心
を
も
っ
て
『
増
補
本
』
か
ら
注
を

書
き
抜
い
て
い
る
の
か
を
検
討
し
た
い
。
『
抜
書
』
の
『
増
補
本
』
か
ら

の
採
取
状
況
は
前
掲
の
通
り
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
個
々
の
注
に
つ
い
て
見

る
と
、
『
増
補
本
』
注
を
全
部
書
き
抜
い
て
い
る
注
（
「
全
部
注
」
と
呼

ぶ
）
と
部
分
的
に
書
き
抜
い
て
い
る
注
（
「
部
分
注
」
と
呼
ぶ
）
と
が
あ

る
。
「
全
部
注
」
注
は
『
抜
書
』
注
の
九
二
首
中
三
七
首
で
、
約
四
〇
パ

ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
。
歌
番
号
を
示
す
と
、
７
（
一
八
二
）
、

（
二
一

11

七
）
、

（
二
五
二
）
、

（
四
〇
一
）
、

（
四
一
四
）
、

（
四
三
五
）
、

14

23

24

26

（
四
三
六
）
、

（
四
七
七
）
、

（
四
八
一
）
、

（
四
九
一
）
、

27

29

30

31

32

（
五
三
八
）
、

（
五
五
六
）
、

（
五
九
〇
）
、

（
六
五
四
）
、

（
七

33

35

36

38
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〇
七
）
、

（
七
四
八
）
、

（
七
五
四
）
、

（
七
六
三
）
、

（
八
五

40

41

42

45

一
）
、

（
八
五
九
）
、

（
九
〇
〇
）
、

（
九
三
七
）
、

（
九
四
〇
）
、

46

48

50

51

（
九
五
九
）
、

（
九
六
〇
）
、

（
一
〇
二
五
）
、

（
一
〇
二
八
）
、

52

53

54

55

（
一
〇
五
二
）
、

（
一
〇
六
一
）
、

（
一
〇
八
二
）
、

（
一
一
一

56

57

61

64

四
）
、

（
一
一
九
〇
）
、

（
一
二
一
四
）
、

（
一
四
三
二
）
、

（
一

65

68

74

78

四
六
八
）
、

（
一
八
七
六
）
、

（
一
八
九
四
）
で
あ
る
。
秋
上
の
後

87

89

半
、
秋
下
、
賀
、
哀
傷
、
離
別
、
羇
旅
、
恋
一
の
前
半
な
ど
の
部
で
「
全

部
注
」
が
続
い
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
こ
の
三
七
首
の
注
が
何
故
全

部
書
き
抜
か
れ
て
い
て
他
の
注
が
部
分
的
な
の
か
は
、
「
全
部
注
」
自
体

を
見
て
い
て
も
は
っ
き
り
し
な
い
。
全
部
と
部
分
的
と
い
う
、
そ
の
書
き

抜
く
基
準
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
を
確
認
す
る
た
め
に
、
「
部
分
注
」
を
中

心
に
見
て
い
き
た
い
。

「
部
分
注
」
の
注
釈
内
容
を
項
目
別
に
分
類
す
る
と
、
語
釈
、
名
所
・

地
名
、
歌
や
作
者
に
つ
い
て
の
批
評
、
景
物
の
詠
み
様
、
歌
の
解
釈
、
詞

書
、
本
説
・
引
用
詩
、
本
歌
・
引
歌
、
他
書
の
言
説
、
題
や
そ
の
詠
み
方
、

枕
詞
、
五
音
相
通
、
逸
話
、
序
詞
、
縁
語
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

項
目
の
う
ち
で
数
量
が
一
番
多
い
の
は
語
意
や
語
釈
に
関
す
る
も
の

で
、
四
〇
例
ほ
ど
あ
る
。
例
え
ば
４
番
（
九
八
）
の
『
抜
書
』
注
は
「
朝

日
か
げ
に
ほ
へ
る
は
、
に
ほ
や
か
な
る
と
い
ふ
詞
也
。
香
の
事
に
て
は
な

し
。
」
で
あ
る
が
、
『
増
補
本
』
注
を
掲
げ
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。
（
傍

線
部
は
『
抜
書
』
部
分
。
以
下
同
じ
。
）

有
家

あ
さ
日
か
げ
に
ほ
ゑ
る
山
の
桜
花
つ
れ
な
く
き
え
ぬ
雪
か
と
ぞ
み
る

白
妙
に
は
な
の
さ
き
み
ち
た
る
は
全
躰
雪
な
り
。
し
か
れ
ど
も
ゆ

き
な
ら
ば
此
日
か
げ
に
消
べ
き
に
、
猶
々
色
の
に
ほ
や
か
に
見
え

た
る
は
花
也
。
さ
れ
ど
も
花
と
は
み
え
ず
、
あ
さ
日
か
げ
に
色
の

一
し
ほ
ま
さ
り
た
る
雪
と
な
ら
で
は
み
え
ぬ
ほ
ど
に
、
つ
れ
な
く

き
え
ぬ
ゆ
き
か
と
お
も
ふ
よ
し
な
り
。
あ
さ
ひ
か
げ
む
か
へ
る
は

マ

マ

に
ほ
や
か
な
る
と
い
ふ
こ
と
ば
な
り
。
〃

日

の
事
に
て
は
な
し
。

カ

あ
さ
日
か
げ
匂
へ
る
山
に
て
る
月
の
あ
か
ざ
る
君
を
山
こ
し
に

本
哥
＼し

て

こ
れ
を
見
る
と
、
注
の
多
く
の
部
分
を
占
め
て
い
る
、
歌
全
体
の
解
釈
と

万
葉
集
に
あ
る
本
歌
の
指
摘
は
採
っ
て
い
な
い
。
『
抜
書
』
に
採
ら
れ
た

傍
線
部
は
、
視
覚
・
嗅
覚
の
両
意
の
あ
る
「
匂
ふ
」
が
当
歌
の
場
合
は
視

覚
的
意
味
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
「
匂
ふ
」
の
語
意

に
智
忠
親
王
の
関
心
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

『
抜
書
』
の

番
（
二
九
三
）
に
つ
い
て
見
る
と
、
和
歌
掲
出
は
既
述

16

の
よ
う
に
「
深
草
の
露
の
よ
す
が
を
契
り
に
て
」
ま
で
で
、
注
は
「
露
の

よ
す
が
は
、
た
よ
り
と
い
ふ
事
也
。
」
と
あ
る
。
『
増
補
本
』
注
は
、

摂
政
殿

深
草
の
露
の
よ
す
が
を
ち
ぎ
り
に
て
里
を
ば
か
れ
ず
秋
は
き
に
け
り

今
ぞ
し
る
く
る
し
き
物
と
人
ま
た
む
里
を
ば
か
れ
ず
と
ふ
べ
か

＼り
け
る

此
哥
の
一
句
を
と
り
て
よ
め
る
也
。
よ
す
が
は
た
よ
り
な
り
。
深

草
な
れ
ば
露
を
た
よ
り
に
か
れ
ず
秋
の
く
る
と
読
り
。

で
あ
る
が
、
『
抜
書
』
で
は
、
『
古
今
和
歌
集
』
（
在
原
業
平
）
・
『
伊
勢
物

語
』
四
八
段
の
「
今
ぞ
し
る
…
」
の
和
歌
、
及
び
そ
の
第
四
句
を
と
っ
て

当
歌
を
詠
ん
だ
と
の
指
摘
や
歌
意
に
つ
い
て
の
注
文
は
採
っ
て
い
な
い
。

そ
も
そ
も
「
今
ぞ
し
る
…
」
と
い
う
証
歌
に
関
す
る
注
文
に
興
味
が
な
か

っ
た
か
ら
『
抜
書
』
で
は
和
歌
の
四
句
以
下
を
掲
出
し
な
か
っ
た
と
も
考

え
ら
れ
る
が
、
と
も
か
く
、
『
抜
書
』
は
「
よ
す
が
」
と
い
う
語
の
意
味

に
の
み
関
心
が
あ
る
と
思
わ
れ
、
傍
線
部
に
言
葉
を
補
っ
て
解
り
や
す
く
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し
て
採
っ
て
い
る
。

番
（
五
六
六
）
の
『
抜
書
』
注
は
「
あ
へ
ぬ
に
は
あ
ま
た
の
説
あ
り
。

34
こ
れ
は
散
や
ら
ぬ
心
に
よ
め
り
。
」
で
あ
る
が
、
『
増
補
本
』
に
は
、

宮
内
卿

か
ら
に
し
き
秋
の
か
た
み
や
龍
田
山
ち
り
あ
へ
ぬ
枝
に
あ
ら
し
吹
也

秋
の
か
た
み
や
龍
田
山
と
い
へ
る
は
断
の
字
の
心
に
読
り
。
散
残

る
紅
葉
は
秋
の
か
た
み
な
る
に
、
そ
れ
を
も
あ
ら
し
の
ふ
く
は
か

た
み
を
も
た
つ
と
也
。
あ
へ
ぬ
に
は
あ
ま
た
の
説
あ
り
。
こ
れ
は

散
や
ら
ぬ
の
心
に
よ
め
り
。

と
あ
る
。
『
増
補
本
』
は
傍
線
部
以
外
の
注
文
も
適
切
だ
と
思
わ
れ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
『
抜
書
』
は
そ
れ
を
採
ら
ず
に
傍
線
部
の
み
を
採
っ
て

い
る
。
『
抜
書
』
は
歌
の
解
釈
そ
の
も
の
に
は
興
味
が
な
く
、
言
葉
の
意

味
と
そ
の
使
い
方
に
興
味
関
心
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

番
（
一
五
五
二
）
は
、
次
に
掲
げ
る
『
増
補
本
』
の
傍
線
部
を
採
っ

80
て
い
る
。
但
し
「
あ
つ
ま
る
義
」
は
、
『
抜
書
』
で
は
「
あ
つ
ま
る
心
」

と
な
っ
て
い
る
。

平
忠
盛

す
だ
き
け
む
む
か
し
の
人
は
影
た
え
て
宿
も
る
物
は
有
明
の
月

す
だ
く
は
あ
つ
ま
る
の
字
也
。
お
ほ
く
あ
つ
ま
り
た
る
こ
と
な

り
。
遍
照
寺
む
か
し
さ
か
へ
し
時
は
月
よ
花
よ
と
人
も
と
ひ
侍

り
。
ふ
り
行
に
し
た
が
ひ
て
人
は
影
せ
ず
月
の
み
も
り
侍
る
よ

と
い
へ
り
。

あ
ぢ
さ
い
の
下
葉
も
す
だ
く
蛍
を
ば
四
ひ
ら
の
影
を
と
ふ
に
ぞ

＼有
け
る

駒
と
め
て
麓
の
野
辺
を
尋
れ
ば
を
ぐ
ら
に
す
だ
く
く
つ
は
虫
か

＼な

こ
れ
も
あ
つ
ま
る
義
也
。
但
哥
に
よ
り
て
虫
な
ど
の
鳴
方
に
よ

め
る
も
侍
る
べ
き
に
や
。

『
抜
書
』
が
採
っ
て
い
る
の
は
「
す
だ
く
」
と
い
う
語
に
関
す
る
部
分
で

あ
る
。
「
す
だ
く
」
に
は
「
あ
つ
ま
る
」
と
「
虫
な
ど
の
鳴
」
く
と
い
う

両
意
が
あ
る
が
、
当
歌
で
は
「
あ
つ
ま
る
」
の
意
味
で
あ
る
と
注
し
、
引

用
さ
れ
て
い
る
二
首
は
そ
の
証
歌
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ

る
。
因
み
に
、
一
首
目
の
歌
は
『
拾
遺
愚
草
』
の
定
家
歌
「
あ
ぢ
さ
え
の

下
葉
に
す
だ
く
蛍
を
ば
よ
ひ
ら
の
数
の
そ
ふ
か
と
ぞ
み
る
」
の
訛
伝
で
あ

ろ
う
。
二
首
目
は
『
堀
河
百
首
』
匡
房
歌
「
駒
な
べ
て
ふ
も
と
の
野
べ
を

た
づ
ぬ
れ
ば
小
倉
に
す
だ
く
く
つ
わ
虫
か
な
」
で
あ
る
が
、
『
夫
木
和
歌

抄
』
で
は
注
文
と
同
じ
く
初
句
が
「
こ
ま
と
め
て
」
と
な
っ
て
い
る
。
さ

（
１
３
）

て
、
こ
の
歌
の
詞
書
は
「
遍
照
寺
月
を
見
て
」
で
あ
る
。
『
抜
書
』
は
、

詞
書
を
踏
ま
え
た
歌
の
解
釈
の
部
分
は
採
っ
て
い
な
い
。
や
は
り
、
忠
盛

歌
そ
の
も
の
よ
り
も
、
用
語
「
す
だ
く
」
の
方
に
興
味
関
心
が
あ
る
と
思

わ
れ
る
。

番
（
七
八
八
）
「
玉
ゆ
ら
の
露
も
涙
も
と
ゞ
ま
ら
ず
な
き
人
こ
ふ
る

43
宿
の
秋
風
」
（
定
家
）
を
見
る
と
、
『
増
補
本
』
に
は
「
玉
ゆ
ら
」
「
露
も

涙
も
と
ゞ
ま
ら
ず
」
の
語
釈
・
詞
書
・
『
新
撰
朗
詠
集
』
を
引
い
て
の
解

釈
・
「
長
高
く
こ
ま
や
か
な
る
躰
か
ぎ
り
な
く
あ
は
れ
ふ
か
し
。
」
の
評

・
俊
成
の
返
歌
等
、
こ
の
歌
の
理
解
・
鑑
賞
に
関
わ
る
詳
細
な
注
文
が
あ

る
が
、
『
抜
書
』
が
採
っ
た
の
は
「
玉
ゆ
ら
と
は
、
露
の
枕
こ
と
ば
な
が

ら
少
と
い
ふ
事
也
。
」
の
み
で
あ
る
。
『
抜
書
』
は
、
歌
の
解
釈
な
ど
で

（
１
４
）

は
な
く
、
歌
の
用
語
の
方
に
興
味
関
心
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。

番
（
七
八
九
）
「
露
を
だ
に
今
は
か
た
み
の
藤
衣
あ
だ
に
も
袖
を
吹

44
あ
ら
し
哉
」
（
秀
能
）
も
『
増
補
本
』
に
は
、
詞
書
・
「
藤
衣
」
の
語
釈

・
歌
意
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
『
抜
書
』
が
採
っ
た
の
は
「
藤
衣
」
に
つ
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い
て
の
語
釈
、
「
藤
衣
に
は
二
様
有
。
一
は
服
衣
。
一
は
山
が
つ
な
ど
の

そ
さ
う
な
る
衣
を
云
也
。
此
哥
は
服
衣
也
。
」
で
あ
る
。
複
数
の
意
味
を

も
つ
語
に
つ
い
て
の
興
味
関
心
が
窺
わ
れ
る
が
、
同
様
の
例
は
前
掲
の
４

番
「
匂
ふ
」
、

番
「
あ
へ
ぬ
」
、

番
「
す
だ
く
」
を
始
め
と
し
て
幾

34

80

つ
か
見
ら
れ
る
。

他
に
も
『
増
補
本
』
か
ら
証
歌
や
歌
意
・
解
釈
に
関
す
る
注
文
を
省
い

て
語
釈
部
分
の
み
を
採
っ
て
い
る
例
が
あ
る
。
こ
れ
ら
も
掲
出
さ
れ
て
い

る
歌
の
理
解
・
鑑
賞
に
は
興
味
関
心
の
な
い
こ
と
が
窺
わ
れ
る
が
、
語
釈

の
用
語
を
歌
番
号
と
と
も
に
掲
げ
る
と
、

番
（
二
二
七
）
「
田
子
」
、

12

番
（
二
三
〇
）
「
葉
守
の
神
」
、

番
（
二
八
二
）
「
行
合
の
空
」
、

13

15

20

番
（
三
八
七
）
「
す
ゞ
吹
」
、

番
（
六
九
四
）
「
ひ
ま
行
駒
」
、

番
（
一

37

71

二
九
四
）
「
か
ね
ご
と
」
、

番
（
一
四
三
四
）
「
こ
り
ず
ま
」
な
ど
で
あ

75

る
。
こ
れ
ら
の
用
語
を
見
る
と
、
作
歌
や
解
釈
に
際
し
て
注
意
す
べ
き
言

葉
と
い
う
こ
と
で
着
目
さ
れ
た
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

語
釈
の
次
に
多
く
書
き
抜
か
れ
て
い
る
項
目
は
、
歌
枕
・
地
名
で
あ
る
。

「
全
部
注
」
に
あ
る
も
の
も
含
め
る
と
一
三
例
で
、
「
全
部
注
」
に
「
山

田
の
は
ら
」
「
さ
よ
の
中
山
」
「
久
米
路
の
橋
」
「
石
川
や
せ
み
の
小
川
」

の
四
例
、
「
部
分
注
」
に
「
ま
き
も
く
の
檜
原
」
「
し
が
の
花
園
」
「
お
ほ

あ
ら
き
の
森
」「
若
松
原
」「
と
ふ
の
浦
」「
な
ぐ
さ
の
は
ま
」「
武
隈
」「
な

だ
の
塩
屋
」
「
香
椎
宮
」
の
九
例
が
あ
る
が
、
智
忠
親
王
が
こ
の
よ
う
な

歌
枕
・
地
名
に
関
心
の
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
「
部
分
注
」
九
例
の

う
ち
四
例
（
波
線
部
）
は
、
こ
れ
ま
で
語
釈
部
分
で
取
り
上
げ
た
の
と
同

様
に
、
『
増
補
本
』
注
か
ら
歌
枕
・
地
名
に
関
す
る
部
分
の
み
を
書
き
抜

い
た
も
の
で
あ
る
。
１
番
（
二
〇
）
の
『
増
補
本
』
注
を
掲
げ
る
。

家
持

巻
向
の
檜
原
も
い
ま
だ
く
も
ら
ぬ
に
小
松
が
原
に
あ
は
雪
ぞ
ふ
る

ま
き
も
く
の
檜
原
大
和
の
名
所
也
。
此
哥
に
春
の
詞
な
し
。
い

ま
だ
く
も
ら
ぬ
と
云
を
か
す
み
の
こ
ゝ
ろ
に
よ
め
る
也
。
余
寒

の
躰
也
。

こ
の
注
は
短
い
も
の
な
の
に
、
『
抜
書
』
は
歌
枕
の
指
摘
部
分
だ
け
を
採

っ
て
い
る
。
『
増
補
本
』
の
「
い
ま
だ
く
も
ら
ぬ
」
の
解
釈
に
納
得
い
か

な
い
の
で
傍
線
部
以
外
を
採
ら
な
か
っ
た
と
い
う
の
で
は
な
い
で
あ
ろ

う
。
例
え
ば

番
（
二
一
八
）
で
は
西
行
歌
「
時
鳥
ふ
か
き
み
ね
よ
り
い

10

で
に
け
り
外
山
の
す
そ
に
声
の
落
く
る
」
に
つ
い
て
の
「
お
ち
く
る
と
は

と
ゞ
ま
り
ゐ
た
る
心
也
」
と
い
う
少
し
ず
れ
た
語
釈
、
他
の
箇
所
で
も
見

当
違
い
と
解
さ
れ
る
注
文
が
『
抜
書
』
に
採
取
さ
れ
て
い
る
例
が
あ
る
か

ら
で
あ
る
。
こ
の
注
の
場
合
、
『
抜
書
』
は
歌
枕
に
つ
い
て
だ
け
興
味
を

持
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

次
に
、
６
番
（
一
七
四
）
に
つ
い
て
、
『
増
補
本
』
を
掲
げ
よ
う
。

あ
す
よ
り
は
志
賀
の
花
園
ま
れ
に
だ
に
誰
か
は
と
は
ん
春
の
古
郷

花
園
は
志
賀
に
よ
み
な
ら
は
し
侍
り
。
は
な
ぞ
の
は
い
づ
く
に
て

も
花
の
木
の
お
ほ
き
所
を
い
ふ
べ
き
に
や
。
志
賀
旧
都
な
れ
ば
花

は
い
づ
く
に
も
有
べ
し
。
花
の
と
き
は
あ
れ
は
て
た
る
古
郷
な
れ

ど
も
自
然
に
と
ふ
人
も
有
し
が
、
は
な
も
ち
り
春
さ
へ
暮
は
て
ゝ

は
ま
れ
の
音
信
も
あ
る
ま
じ
き
と
也
。
世
間
に
は
此
ふ
る
さ
と
を

志
賀
の
こ
と
ゝ
い
へ
ど
も
、
こ
ゝ
は
唯
春
ゆ
へ
の
古
郷
な
り
と
い

へ
り
。
幽
玄
な
る
哥
な
り
。
こ
の
作
者
の
哥
に
如
此
。
妙
不
思
儀

絶

お
ほ
し
。
古
語
云
、

主
人
心
安
楽
花
竹
有
和
気
と
い
へ
り
。

＼

『
増
補
本
』
の
注
釈
内
容
は
適
切
だ
と
思
わ
れ
る
の
に
、
『
抜
書
』
は
傍

線
部
の
み
を
採
る
。
注
文
は
「
花
園
は
し
が
に
よ
み
な
ら
は
し
侍
り
。
い

づ
く
に
て
も
花
の
木
の
多
き
所
を
い
ふ
べ
き
。
ー

ー
」
で
あ
る
が
、
書

（
二
字
墨
滅
）
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き
抜
く
際
に
主
語
の
重
複
や
疑
問
型
の
文
末
「
に
や
」
を
墨
滅
に
し
て
直

し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
歌
枕
に
つ
い
て
だ
け
書
き
抜
く
の
だ
と
い
う
意
志

が
垣
間
見
え
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

番
（
一
四
七
五
）
、

番
（
一
六

79

82

〇
五
）
も
『
増
補
本
』
に
は
短
く
は
な
い
分
量
の
注
文
が
あ
る
が
、

番
79

「
武
隈
お
も
し
ろ
き
名
所
也
。
」
、

番
「
な
だ
の
塩
や
は
摂
州
の
名
所

82

也
。
」
と
い
う
歌
枕
の
指
摘
部
分
の
み
を
書
き
抜
い
て
い
る
の
で
、
こ
こ

か
ら
も
こ
れ
ら
の
歌
枕
に
対
す
る
強
い
興
味
関
心
が
看
取
で
き
る
の
で
あ

る
。他

の
項
目
に
つ
い
て
も
、
そ
の
項
目
部
分
の
み
を
書
き
抜
い
て
い
る
例

が
八
例
見
ら
れ
る
が
、
例
え
ば

番
（
二
九
六
）
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

17

顕
昭

水
ぐ
き
の
岡
の
葛
葉
も
色
付
て
今
朝
う
ら
が
な
し
秋
の
は
つ
風

葛
は
余
の
草
よ
り
も
早
紅
葉
す
る
物
な
り
。

千
は
や
振
る
神
の
い
が
き
に
は
ふ
葛
も
秋
に
は
あ
へ
ず
う
つ
ろ

＼ひ
に
け
り

う
ら
が
な
し
と
は
こ
ゝ
ろ
か
な
し
と
い
ふ
事
也
。
表
裏
の
二
字
を

読
時
は
表
の
字
を
面
〃

に
よ
み
、
裏
の
字
を
う
ら
と
よ
む
な
り
。

と

人
の
心
は
お
も
て
は
み
え
ぬ
物
也
。
源
氏
に
、
船
人
も
誰
を
う
ら

み
つ
ら
ん
と
い
へ
る
も
お
な
じ
こ
ゝ
ろ
也
。
水
ぐ
き
の
岡
む
か
し

よ
り
葛
を
よ
み
侍
る
な
り
。

水
ぐ
き
の
岡
の
あ
さ
ぢ
の
き
り

ぐ
す
霜
の
ふ
り
は
や
よ
寒
成

＼ら
ん

み
づ
く
き
の
お
か
の
屋
か
た
に
い
も
と
あ
れ
ど
ね
て
の
朝
け
の
霜

＼の
ふ
り
は
も
と
と
り
た
る
哥
也
。

『
抜
書
』
は
、
『
増
補
本
』
か
ら
「
葛
」
に
つ
い
て
述
べ
た
傍
線
部
の
み

を
採
っ
て
い
る
が
、
「
葛
」
と
歌
枕
「
水
茎
の
岡
」
と
に
つ
い
て
述
べ
る

波
線
部
の
注
文
は
採
っ
て
い
な
い
。
「
水
茎
の
岡
」
も
歌
枕
と
し
て
有
名

で
あ
る
け
れ
ど
も
、
智
忠
親
王
の
関
心
は
歌
の
「
葛
葉
も
色
付
て
」
と
「
秋

の
は
つ
風
」
と
の
関
係
を
説
明
す
る
傍
線
部
の
み
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

５
番
（
一
五
四
）
の
『
抜
書
』
は
、
「
花
散

テ

在
レ

根
ニ

鳥
ソ

皈
二

舊
巣
一

」

リ

キ
ウ
ソ
ウ
ニ

と
い
う
注
文
で
あ
る
。
『
増
補
本
』
で
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

寂
蓮

思
ひ
た
つ
鳥
は
ふ
る
す
も
た
の
む
ら
ん
な
れ
ぬ
る
花
の
跡
の
ゆ
ふ
ぐ

れ
春
に
な
り
は
な
も
盛
な
る
時
は
鳥
な
ど
も
あ
つ
ま
り
さ
へ
づ
り
興

に
興
を
そ
ふ
る
物
な
り
。
花
も
ち
り
て
鳥
の
声
も
ま
れ
な
る
夕
暮

の
花
の
木
か
げ
に
独
た
ゝ
ず
み
て
、
鳥
は
か
へ
る
所
有
と
た
の
み

て
や
か
へ
る
ら
ん
、
我
は
此
は
な
の
か
げ
よ
り
ほ
か
に
た
の
む
か

た
な
し
、
さ
て
い
か
に
せ
む
と
あ
き
れ
た
る
躰
い
ふ
ば
か
り
な
き

事
也
。
此
作
者
の
う
た
に
此
す
が
た
お
ほ
し
。
執
心
し
て
よ
ま
れ

し
也
。
絶
妙
の
哥
也
。
古
詩
云
、

花
散
在
根
鳥
皈
旧
巣
と
い
へ
り
。

＼

注
文
の
「
鳥
」
は
「
鶯
」
と
し
た
方
が
よ
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
『
増
補

本
』
注
は
概
ね
適
切
だ
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
『
抜
書
』
は
歌
の
解
釈

や
評
に
つ
い
て
は
興
味
が
な
い
と
見
え
、
歌
句
「
鳥
は
ふ
る
す
も
た
の
む

ら
ん
」
の
典
拠
で
あ
ろ
う
か
、
古
詩
（
出
典
未
詳
）
だ
け
を
採
っ
て
い
る
。

３
番
（
五
八
）
は
、
五
音
相
通
の
項
目
部
分
の
み
を
採
っ
た
例
で
あ
る
。

寂
蓮
法
師

今
は
と
て
た
の
む
の
か
り
も
打
侘
て
お
ぼ
ろ
月
夜
の
曙
の
空

マ
マ

た
の
む
た
の
も
五
音
相
通
な
り
。
用
所
に
よ
り
て
を
く
な
り
。
い

ま
は
と
い
ふ
詞
は
雁
の
か
へ
ら
ん
と
す
る
き
は
也
。
さ
ら
で
も
春

の
明
ぼ
の
は
な
ご
り
お
ほ
き
に
、
霞
に
月
の
残
た
る
時
分
な
れ
ば



- 10 -

帰
雁
の
声
も
一
し
ほ
残
お
ほ
き
や
う
に
き
こ
ゆ
れ
ば
、
心
な
き
雁

も
名
残
を
お
し
む
か
と
い
へ
り
。
か
り
も
の
も
の
字
、
我
打
侘
た

る
こ
ゝ
ろ
な
り
。
感
情
ふ
か
く
あ
は
れ
さ
か
ぎ
り
な
き
哥
な
り
。

こ
の
『
増
補
本
』
注
も
適
切
な
解
釈
な
ど
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
『
抜
書
』
が
採
っ
て
い
る
の
は
、
作
歌
や
解
釈
に
役
立
つ
知
識

だ
と
思
わ
れ
る
五
音
相
通
を
指
摘
し
た
傍
線
部
の
み
で
あ
る
。

番
（
一
二
二
三
）
は
、
『
増
補
本
』
で
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

70

慈
円

た
ゞ
た
の
め
た
と
へ
ば
人
の
偽
を
か
さ
ね
て
こ
そ
は
又
も
う
ら
み

め
哥
の
よ
み
や
う
の
手
本
と
云
哥
也
。
た
ゞ
た
の
め
と
は
我
心
を
わ

れ
と
せ
め
て
い
へ
る
也
。
心
は
能
き
こ
え
侍
り
。
此
た
と
へ
ば
ゝ

世
俗
に
、
た
と
へ
ば
何
と
有
と
も
か
く
有
と
も
な
ど
い
ふ
が
ご
と

し
。

『
抜
書
』
は
傍
線
部
の
み
を
採
り
、
そ
の
前
に
「
恋
の
」
を
補
っ
て
い
る

が
、
「
四
、
和
歌
掲
出
・
作
者
名
」
で
も
取
り
上
げ
た
よ
う
に
、
こ
の
注

で
は
例
外
的
に
作
者
名
「
慈
円
」
を
補
っ
て
も
い
た
。
『
増
補
本
』
と
比

較
し
て
『
抜
書
』
の
注
文
を
見
る
と
、
『
抜
書
』
は
「
た
ゞ
た
の
め
…
」

の
歌
に
つ
い
て
の
理
解
と
い
う
こ
と
よ
り
も
、
「
た
ゞ
た
の
め
…
」
の
歌

が
「
恋
の
哥
の
よ
み
や
う
の
手
本
と
云
哥
」
で
あ
る
と
い
う
歌
学
的
知
識

の
方
に
関
心
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

こ
の
よ
う
に
、
『
抜
書
』
「
部
分
注
」
の
う
ち
で
も
或
る
項
目
部
分
の

み
を
書
き
抜
い
た
注
を
見
て
く
る
と
、
そ
れ
が
意
図
的
に
書
き
抜
い
た
も

の
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
複
数
の
項

目
を
含
む
「
部
分
注
」
に
お
い
て
も
、
そ
の
項
目
の
選
択
は
智
忠
親
王
の

意
図
が
反
映
し
て
い
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
「
部
分
注
」
の
中
で
も
長

文
で
『
増
補
本
』
注
を
ほ
ぼ
採
っ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
、
『
増
補
本
』

か
ら
省
か
れ
た
部
分
を
見
る
と
、

番
（
三
四
六
）
は
歌
全
体
に
関
す
る

18

説
明
の
一
文
、

番
（
三
九
三
）
は
題
や
作
者
の
批
評
な
ど
、

番
（
七

21

39

三
七
）
は
証
歌
、

番
（
一
七
九
七
）
は
詞
書
な
ど
の
項
目
で
あ
る
。

84

18

番
は
不
必
要
と
も
思
わ
れ
る
一
文
で
あ
る
が
、

番
の
証
歌
は
現
代
の
新

39

古
今
注
釈
で
も
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
省
か
れ
た
項
目

部
分
だ
け
を
見
て
い
る
と
省
か
れ
た
理
由
が
判
然
と
し
な
い
が
、
既
述
の

よ
う
に
、
興
味
関
心
の
あ
る
項
目
だ
け
を
採
取
す
る
と
い
う
「
部
分
注
」

の
採
取
基
準
に
照
ら
し
て
み
れ
ば
、
智
忠
親
王
の
取
捨
選
択
の
網
か
ら
漏

れ
て
必
要
と
さ
れ
な
か
っ
た
と
考
え
る
よ
り
ほ
か
に
な
い
で
あ
ろ
う
。
と

す
れ
ば
「
全
部
注
」
は
、
例
え
ば

番
（
九
四
〇
）
の
よ
う
に
見
当
違
い

51

な
証
歌
に
つ
い
て
の
注
文
が
含
ま
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
と
も
か
く

「
全
部
注
」
の
中
に
あ
る
項
目
全
て
が
必
要
と
認
定
さ
れ
た
も
の
と
い
う

こ
と
に
な
ろ
う
。

五
、
お
わ
り
に

以
上
、
幾
つ
か
の
観
点
か
ら
『
抜
書
』
を
検
討
し
て
き
た
が
、
そ
こ
か

ら
は
次
の
よ
う
な
こ
と
が
言
え
よ
う
。

ま
ず
、
書
誌
で
述
べ
た
よ
う
に
、
現
表
紙
は
後
補
で
、
現
在
は
遊
紙
に

な
っ
て
い
る
、
遊
紙
の
第
一
丁
が
原
装
の
本
文
共
紙
表
紙
だ
と
推
定
さ
れ

る
こ
と
、
一
面
の
行
数
が
不
定
で
あ
る
こ
と
、
巻
首
部
分
に
お
け
る
和
歌

の
掲
出
句
数
が
不
揃
い
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
『
抜
書
』
は
、
一
定
の
方

針
の
下
で
き
ち
ん
と
作
ら
れ
た
本
で
は
な
く
、
覚
書
や
草
稿
的
な
も
の
だ

と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
「
部
分
注
」
の
検
討
を
通
し
て
、
そ
こ
に
採
ら
れ
て
い
る
項
目



- 11 -

が
意
図
的
に
選
択
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
そ

の
項
目
は
、
掲
出
さ
れ
て
い
る
新
古
今
歌
の
理
解
・
鑑
賞
に
資
す
る
も
の

よ
り
も
、
作
歌
・
鑑
賞
に
役
立
つ
歌
学
的
知
識
を
得
る
た
め
の
も
の
が
圧

倒
的
に
多
い
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
但
し
、
「
全
部
注
」
に
つ
い
て
見
る

と
、
「
全
部
注
」
三
七
首
の
う
ち
二
二
首
に
は
歌
意
・
解
釈
の
項
目
も
含

ま
れ
て
い
る
の
で
、
『
抜
書
』
に
新
古
今
歌
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
興
味

関
心
が
あ
る
こ
と
は
勿
論
認
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
『
抜
書
』
は
、
『
増
補
本
』
を
教
科
書
に
し
て
、
新
古
今

歌
の
理
解
・
鑑
賞
を
深
め
た
り
、
作
歌
な
ど
に
役
立
つ
歌
学
的
知
識
を
得

た
り
す
る
た
め
に
智
忠
親
王
が
作
ら
れ
た
覚
書
・
草
稿
的
な
も
の
で
あ
る

と
結
論
づ
け
ら
れ
よ
う
。

【
注
】

（
１
）

『
和
漢
図
書
分
類
目
録
』
（
宮
内
庁
書
陵
部
、
一
九
五
二
年
）
。

（
２
）
①
『
日
本
人
名
大
事
典
（
新
撰
大
人
名
辞
典
）

第
四
巻
』
（
平

凡
社
、
一
九
三
七
年
初
版
、
一
九
七
九
年
覆
刻
版
）
。

②
『
国
史
大
辞
典

第
一
〇
巻
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
九
年
）
。

③

小
松
茂
美
『
日
本
書
蹟
大
鑑

第
一
四
巻
』
（
講
談
社
、
一

九
七
九
年
）
。

④
同
『
日
本
書
蹟
大
鑑

第
一
七
巻
』（
講
談
社
、
一
九
七
九
年
）
。

（
３
）

『
新
古
今
集
抜
書
（
宮
内
庁
書
陵
部
本
）
』
（
『
新
古
今
集
古
注

集
成

近
世
旧
注
編
１

』
、
笠
間
書
院
、
一
九
九
八
年
）
。
翻
刻
と

解
題
は
田
中
幹
子
氏
執
筆
。
『
抜
書
』
の
引
用
は
本
書
に
拠
る

が
、
写
真
版
も
適
宜
用
い
る
。

（
４
）

以
下
、
算
用
数
字
の
「
○
番
」
は
『
抜
書
』
の
通
し
番
号
を
、

括
弧
内
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
の
歌
番
号
を
示
す
。

（
５
）

「
解
題
」
に
は
『
増
補
本
新
古
今
集
聞
書
』
と
書
か
れ
て
い
る

が
、
そ
の
後
配
布
さ
れ
た
「
新
古
今
集
古
注
集
成

正
誤
表

近
世
旧
注
編
１
」
に
拠
っ
て
、
『
増
補
本
新
古
今
集
聞
書
』
を

『
原
撰
本
新
古
今
集
聞
書
』
に
訂
正
し
て
掲
げ
る
こ
と
に
す
る
。

（
６
）

『
増
補
本
新
古
今
集
聞
書
（
内
閣
文
庫
本
）
』
（
『
新
古
今
集
古

注
集
成

近
世
旧
注
編
１

』
（
笠
間
書
院
、
一
九
九
八
年
）
。
翻
刻

と
解
題
は
青
木
賢
豪
氏
執
筆
。
引
用
は
本
書
に
拠
る
。

（
７
）

近
藤
美
奈
子
「
『
新
古
今
和
歌
集
聞
書
』
（
増
補
本
）
の
成
立

に
つ
い
て
」（
『
甲
南
国
文
』
第
二
九
号
、
一
九
八
二
年
三
月
）
。

（
８
）

片
山
享
「
『
新
古
今
集
聞
書
』
（
後
抄
）
考
」
（
『
甲
南
国
文
』

第
三
二
号
、
一
九
八
五
年
三
月
）
。

（
９
）
①
片
山
享
「
『
新
古
今
和
歌
集
註
』
に
つ
い
て
」
（
『
和
歌
文
学
研

究
』
第
四
八
号
、
一
九
八
四
年
三
月
）
。

②
同
「
『
新
古
今
和
歌
集
註
』
解
説
」
（
『
新
古
今
集
聞
書

牧
野

文
庫
本

』
、
古
典
文
庫
第
四
八
五
冊
、
一
九
八
七
年
）

（

）

（
注
９
）
の
②
に
同
じ
。

10
（

)

田
中
裕
・
赤
瀬
信
吾
校
注
『
新
古
今
和
歌
集
』
（
「
新

日
本
古

11

典
文
学
大
系

」
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
二
年
）
。
底
本
は
伝
冷

11

泉
為
相
筆
本
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
）
。

（

）

『
長
明
無
名
抄
』
（
『
日
本
歌
学
大
系
』
第
三
巻
、
風
間
書
房
、

12

一
九
五
六
年
）
。
底
本
は
、
天
理
図
書
館
蔵
本
（
旧
竹
柏
園
蔵

本
）
。

（

）

二
首
の
引
用
は
、『
新
編
国
歌
大
観
』（
Ｃ
Ｄ
ー
Ｒ
Ｏ
Ｍ
版
Ｖ
ｅ
ｒ
．

13

２

、
角
川

書
店
、
二
〇
〇
三
年
）
に
拠
る
。

（

）

（
注
３
）
の
翻
刻
で
は
「
な
ど
い
ふ
事
也
」
と
あ
る
が
、
写
真

14

版
に
よ
っ
て
「
な
ど
」
を
「
少
と
」
に
変
え
た
。


